2008年9月20日（土）徳島大学工学部6F創成学習スタジオ
第44回日本臨床心理学会　地域貢献特別公開シンポジウム・当日配布資料
「特別支援教育と発達障害　－その構造と論理の批判的検討－」
司会者発題
時代がアスペルガーに追いついた？－本シンポジウムの文明論的意義-
樫田　美雄（徳島大学　総合科学部）
１．高森氏報告の文明論的意義の解題の重要性
　本シンポジウムには４つの報告がセットされている。臨床心理学会らしく、当事者の報告（高森明氏の報告）もあれば、心理職・研究職の報告もあり、原理－応用、方法－実践の多軸が議論の対象となることになろう。３時間をフルにつかって、２００８年９月現在のいささか混乱した「特別支援教育と発達障害」の現状があらわになることが期待される。
　その一方で、本シンポジウムが、今後の「特別支援教育」に関する議論をリードする側面があるとすれば、それは第一報告のこうもりさん報告（「アブノーマライゼーション宣言」を含む）があることに依っていると司会者は思っている。このおそらくはなかなか理解されないだろう第一報告について、その「文明論的意義」をいささかなりとも解題しておくことが、このシンポジウム全体の意義を高めると考え、以下、第一報告に集中してコメントすることにする。
２.『心』活用コミュニケーションに依存しない、アスペルガー当事者の先進性
　『心』というツールを活用したコミュニケーションができることこそは、人間の基礎的能力であり、人間の条件ですらあると考えられてきた。しかし、２１世紀になって、異文化接触がますます盛んになる中で、そして、社会生活が多層化・多場面化するなかで、『人格の統一』を前提とした社会生活がますます無意味化する中で、そのような、『心』活用コミュニケーションの有意味性は、しだいに減じてきているように思われる。むしろ、桎梏としての側面を増しているようにすら、思われる。
　このような状況下で、なおかつ有意味なコミュニケーションを続けるための対策は、原理的に2つあると考えられよう。ひとつは『心』活用コミュニケーションを洗練していく方向である。もうひとつは、『心』活用コミュニケーションをあきらめて、他のコミュニケーション手段に転じていく方向である。
　「アスペルガー症候群」と診断された人々が、もし『心』活用コミュニケーションに困難を抱えている人たちであるならば、そして、『心』活用コミュニケーションの代わりのコミュニケーション手段を洗練しつつある人々であるのならば、彼ら/彼女らこそは、「『心』活用コミュニケーションが必要な社会」では、『障害者』であるかもしれないものの、「『心』活用コミュニケーションがもはや不要な社会」では、『先進文化の所有者』であることとなろう。
３．２つの教訓
　上記第２節のような見方は、つぎの２つの教訓を我々にもたらしてくれる。第一に、まず彼ら（アスペルガー当事者）を『障害者』としてしまう「状況」をつくっているのが、我々自身かも知れないこと。第二に、新しい社会状況に先行的に適応した『先進文化の所有者』として、彼らから学ぶ道筋というものがあり得るかも知れないこと。この２点である。
　そもそも、アスペルガー当事者が、「＜人間としての承認＞＜共生＞＜理解＞＜支援＞＜社会参加＞は支援者が望んでいること？：アブノーマライゼーションのすすめ」という発表をしようとすること自体が、「社会がアスペルガーに追いついてきた」ことの現れのように思われる。
４．おわりに
　『アブノーマライゼーション宣言』は『ろう文化宣言』（木村　晴美・市田　泰弘１９９５）の影響を強く受けている。社会のなかで、コミュニケーションの手段が、文化の基本的性格を決める、という立場はほぼそのまま引き継がれている。そして、そういう立場からみるならば、我々が、「『心』活用コミュニケーション」とは違う新しい文化世界に向かって変化・発展していくそういう「文明論的転換」の契機に、本シンポジウムがなる可能性もある、というのが、樫田の高森氏の第一報告に対する解題である。聞く際の視点のひとつの在り方として、参考にして頂ければ幸いである。
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補記’（関連企画について）
（１）『こうもりさんを囲んで』企画
本シンポジウム終了後、午後５時～６時に、会場を東側に出てすぐ右側の「講師控え室」で、『こうもりさんを囲んで』という懇談会を行います。よろしかったらどうぞ。
（２）『特別支援教育と広汎性発達障害のこれから』講演会
１０月１８日土曜日１３：３０～１５：３０に、徳島大学総合科学部１号館３０１教室で、井出草平氏の講演会（コメンテーターは島治伸氏）を行います。無料です。
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